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2-4 使用ピンセット 

実験に使用するピンセットは、実験者が開発したピン

セットA’（ヘキサゴン鑷子AHT130-011S、全長 152mm、

グリップ部六角形、SUS420製）とピンセット B（既製

品、全長 130mm、SUS304製）の２種類である（図３）。 

2-5 治具 

製品に見立てた「治具」の製作には、３次元モデリン

グソフトウェア「Alias Design」、光造形装置 NRM-6000

を使用する。これに、設定した位置へコネクタを接着し

たものを 30個用意する（図４）。 

2-6 データの収集法 

実験から得られる定量データは、測定する作業時間と、

印象評価調査の結果とする。 

2-6-1 作業時間の計測 

作業時間は治具１個あたりの製作時間と 25 個分の合

計製作時間を計測する。計測方法はタイマーを使用し、

実験者が観察中に目視で行う。 

2-6-2 印章評価の調査 

印象評価調査は、「長さ」、「太さ」、「重さ」、「バラン

ス」、「バネの堅さ」、「滑りにくさ」、「持ちやすさ」、「モ

ノのつかみやすさ」、「取り回しのしやすさ」、「使いやす

かったか」の印象10項目を「大変良い・良い・どちらで

もない・悪い・大変悪い」の５段階で評価してもらう。

また、最後に自由回答を記入してもらう。 

 

 

図2 作業内容 

 

表1 作業手順 

１） 被験者は椅子に座り、テーブル上にて作業する 

２） １タスクにつき 25 個の「治具」を組み立ててもらう 

３） はじめに実験者が作業手順をひと通り説明する 

４） 実験に使用しないピンセットで１回以上練習する 

５） ２種類のピンセットについてそれぞれタスクを１回行う 

６） ２回目の実験は１日以上、時間を開ける 

７） どちらのピンセットから始めるかは、実験順によって変更する 

 

 

図3 使用したピンセット２種 

（上：ピンセットA’ ／ 下：ピンセットB） 

 

 

図4 治具 

 

表2 被験者内訳 

 被験者 使用ピンセット 

 性別 年代 １回目 ２回目 

1 男性 40 A’ B 

2 女性 30 B A’ 

3 女性 30 A’ B 

4 女性 30 B A’ 

5 女性 10 A’ B 

6 女性 20 B A’ 

7 女性 30 A’ B 

8 女性 40 B A’ 

9 男性 30 A’ B 

10 男性 30 B A’ 

11 女性 40 A’ B 

12 男性 30 B A’ 

13 男性 40 A’ B 

14 男性 30 B A’ 

15 男性 40 A’ B 

16 男性 40 B A’ 

 

  

指示したピンセットによって与えら

れた治具に対し下記の作業を行う 

① 治具正面の垂直コネクタにケー

ブルの端を挿し、ロックする 

② 治具表面の溝に沿ってケーブル

を這わす 

③ ②の途中でケーブルを 90º 方向

転換し、続けて溝に這わす 

④ 上面のコネクタにケーブルの端

を挿し、ロックする 

⑤ ケーブルの中ほどを粘着テープ

で固定する 

①

②

③

④
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図5 計測時間記録票（被験者01の例） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図6 ラップタイムの比較と度数分布（被験者01の例） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図7 印象評価記録票（被験者01の例） 
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3  結  果 

実験により、10代から 40代の男女、16人の被験者に

ついて定量データを得ることができた（表２）。 

3-1 作業時間データ 

被験者一人あたり、25作業×２ピンセット分の作業測

時間を得た。よって、16人分の記録数として合計 800の

計測記録を定量データとして得ることができた（図５、

図６）。ピンセット A’、B の２群についてそれぞれの平

均値、中央値、最小値、最大値を表３に示す。 

 

表3 平均値、中央値、最小値、最大値（m:s.ms）  

 ピンセットA’ ピンセットB 
平均値 00:43.630 00:40.994 
中央値 00:39.300 00:37.310 
最小値 00:20.290 00:21.360 
最大値 02:16.820 02:56.630 

 

3-2 印象評価 

前述した印象10項目について、「大変良い」＝５、「良

い」＝４、「どちらでもない」＝３、「悪い」＝２、「大変

悪い」＝１として設定。各項目の回答を点数化。16人分

として合計 320の定量データを得ることができた（図７）。 

 

4  考  察 

4-1 作業時間 

4-1-1 １回目と２回目 

第１報で明らかとなった「慣れ」に関する課題から、

それぞれの被験者の１回目と２回目の作業時間において

は、作業習熟による差があるのではと予想した。そこで、

すべての記録を１回目と２回目に分け、この２群間の平

均値について有意な差があるかを検定し（関連する２群

の差の検定）、有意差があると判定した（表４）。よって、

１回目と２回目の記録を分けて分析することとした。 

4-1-2 ピンセットA’とBの比較 

4-1-1 の結果から、１回目の作業時間において、ピン

セットA’とBを比べるために、１回目のA’の作業時間と

B の作業時間の２群間の平均値について有意な差がある

かを検定し（独立２群の差の検定）、有意差があると見ら

れた。同様に、２回目の作業時間においても A’、B の２

群間の差の検定を行い有意差があると見られた（表５）。 

よって、まず、１回目の２群の平均値などを比べると、

最小値はほぼ変わらないものの、平均値、中央値におい

ては大幅に差があり、ピンセットBは作業時間が短いと

考えられる（表６）。 

次に、２回目の２群においては、最小値、平均値、中

央値において、ピンセットA’の作業時間が短いと考えら

れる。標準偏差も１秒以上差がある（表７）。 

さらに、ピンセットBについては１回目と２回目とも

各値を比べるとあまり差がない。これは、B のオーソド

ックスな意匠は、普段から使い慣れているからと推測す 

表4 １回目と２回目の差の検定 

検定法 一標本 t 検定 
棄却域 0.05, 両側検定 
自由度 399 
確率(p) 6.1241E-13 

有意差の判定 P <0.05により有意差がある 

 

表5 A’とBの差の検定 

 １回目 ２回目 
等分散の検定 F 検定 

棄却域 0.05 
自由度 199, 199 
F 値 1.0702 1.2266 

等分散の判定 等分散である 等分散である 
有意差の検定 二標本 t 検定 

棄却域 0.05, 両側検定 
確率(p) 2.2761E-5 0.033 

有意差の判定 
P<0.05により有意

差がある 
P<0.05により有

意差がある 

 

表6 １回目の平均値、中央値、最小値、最大値、分散、標準偏差

（m:s.ms） 

 ピンセットA’ ピンセットB 
平均値 00:49.720 00:41.553 

中央値 00:44.790 00:36.875 

最小値 00:22.540 00:21.750 

最大値 02:16.820 02:56.630 

分散 0.1042 0.0974 

標準偏差 00:19.371 00:18.725 

 

表7 ２回目の平均値、中央値、最小値、最大値、分散、標準偏差

（m:s.ms） 

 ピンセットA’ ピンセットB 
平均値 00:37.540 00:40.435 

中央値 00:35.945 00:37.540 

最小値 00:20.290 00:21.360 

最大値 01:54.580 02:04.510 

分散 0.0458 0.0562 

標準偏差 00:12.846 00:14.227 

 

る。つまり、被験者はそれぞれにピンセットBの取り扱

いに習熟しており、作業時間の安定につながったのだろ

う。 

一方、A’は１回目と２回目のデータを比較すると２回

目の成績がおしなべて良い。つまり、被験者がピンセッ

ト A’の取り扱いに対して十分に習熟しているとは言いが

たいと考える。A’は１回目では作業とピンセットに共に

慣れる事が必要で、時間が遅れ、本来の作業時間ではな

いとも考えられる。２回目の A’の時間は各値とも同じ２

回目のBと比べ１～２秒以上短い。 

4-2 印象評価 

評価項目の回答を点数した16人分、320の定量データ

を、まずは、１回目と２回目の評価点に差があるのか

を判定するため、有意水準 5%で両側検定の t 検定を
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行ったところ、t (15)=0.74, p=0.46 であり、評価点

の平均点の差に有意差は見られなかった。 

よって、１回目と２回目を分けることなく、ピンセ

ットA’とBの評価点に差があるのかを検定すること

とした。有意水準５%で両側検定の t 検定を行ったと

ころ，t (15)=1.05, p=0.31 であり、評価点の平均点

の差に有意差は見られない、つまり、A’と B との評

価に有意差はないと考えられる。 

 

4-3 まとめ 

本実験により判明した項目は以下のとおりである。 

� 作業時間の計測データとその統計処理は、鋼製小

物の操作性評価に有効性を持つことがわかった。 

� 被験者それぞれの作業時間の成績推移について

は、作業後半になるに連れ良くなっていくことか

ら、作業への「慣れ」が大きく影響している。 

� ピンセットへの「慣れ」も成績に大きく影響して

いると考え、各ピンセットの取り扱いを十分習熟

させた後、実験を行う必要がある。 

� 印象評価において、ピンセット 2群間の差は出な

かった。 

 

5  結  言 

今回の実験で鋼製小物を使用した作業工程の定量化

を行い、客観的な評価のデータを得た。また、そのデー

タが操作性評価において有効であることを確認すること

ができた。しかしながら、操作における人間の「慣れ」

を排除することは難しく、このような比較評価において

は必ず課題になると思われる。 
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